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尊敬すべきムスリムの皆様！ 

アッラーの使徒（彼の上に祝福と平安

あれ）は、まず自分自身が崇高なる宗教イス

ラームに沿った生き方を実践し、その上で

仲間たちに教えを伝えました。単に口先だ

けで語るのではなく、自らの行動を通して

イスラームのすばらしさを示したのです。

教友たちは、使徒（彼の上に祝福と平安あ

れ）から直にイスラームを学び、教わったこ

とはすぐに日常生活の中に反映してゆきま

した。彼らの後の世代も、同じようにこのや

り方に従いました。こうしてイスラームは

たちまちのうちに広まり、多くの人々の心

にイスラームへの敬意が宿されたのです。

言葉よりも、信仰者の生き方を通して伝え

られるメッセージが、アナトリア、アフリ

カ、極東、バルカン半島、その他多くの地域

でのイスラームの普及に影響を及ぼしてき

ました。 

 
i Al-i ‘Imran, 3/110. 

親愛なる信仰者の皆様！ 

朗読したアーヤの中で、全能のアッラ

ー（スブハーナ ワ タアーラー）は次のよう

に告げておられます。「あなたがたは、もっ

とも良い共同体として人々の中に立ち現れ

た。あなたがたは親切を勧め、非道を禁じ、

アッラーを信じる。…」i 

私たちは人類を導き、率いていく模範的な

ウンマたるべきことを自覚しましょう。自

分たちの言葉と生き方、良い道徳が、人々の

人生に何らかの標を残すだろうことを心に

留めるようにしましょう。人々の多くは、ム

スリムの態度や行動に感銘を受けてイスラ

ームの教えを受け入れるのを決めるという

ことを忘れないでください。つまり、イスラ

ームを正しく示せていないムスリムは、意

識せずイスラームに重大な害を及ぼしてい

るのです。 

本日のホトバを、預言者（彼の上に祝福と平

安あれ）の次のハディースをもって終わり

ます。 「信仰者とはどのような者なのかを

教えよう。信仰者とは、人々がその生活や財

産を脅かされることはないという安心感を

与える者のこと。その行動や言葉で、傷つけ

られる人がいない者のこと」。ii 

ii Tirmidhi, Fitan, 9. 


